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発生した腫蕩にみられることは Brown (1928 年）
以来少なからず報告されていたが， Lidle らll










ACTH ，副腎皮質刺激ホルモン； APUDoma, APUD 腫
虜； cDNA ，相補的 DNA; CEA ，癌胎児性抗原； CLIP,
corticotropin-like intermdiate lobe petide; CRF ，コ
ルチコトロビン放出因子； CG ，純毛性ゴナドトロビン；
cs ，繊毛性ソマトマンモトロビン（ニ PL ，胎盤性ラクト
ゲン）， CT ，カルシトニン； EGF ，上皮性成長因子； GH,
成長ホルモン； GRF ，成長ホルモン放出因子； hGH ，ヒ
ト成長ホルモン i ,8 -LPH, ,8 －リポトロビン； MSH ，メラ
ニン細胞刺激ホルモン； mRNA ，メッセンジャーRNA;
NGF ，神経成長因子； PDGF ，血小板由来成長因子；
POMC ，プロオピオメラノコルチン； PRL ，プロラクチ
ン； PTH ，高I］甲状腺ホルモン； VP ，パゾプレッシン














































precurso uptake and decarboxy lation ）から





が含まれ， PTH, GH, PRL, CG などを産生す
















ンの同時産生は， ACTH/;9 LPH 関連ペフ。チド
産生腫蕩のように， これらのホルモンの前駆体
(pro-imelanocrti ）が共通の場合は当然と













多様性が認められることは， Yalow and Berson9> 
















一方， CG のような糖蛋白ホルモンでは， α－ 
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図 1 甲状腺髄様癌の免疫組織化学所見（PA P法）
左（カノレシトニン染色）と右（ソマトスタチン染色）は miro section で，両者とも
陽性，一方のみ陽性， いずれも陰性の腫蕩細胞が認められるのaito, S. et al : In 
Brain-Gut Axis, p. 290, 1983 ）。
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図 2 パラガングリオーマ組織抽出物のゲル櫨過
パターン（1.6 ×85cm Sephadex G-50 五ne カラム）， 3 症例についてソマトスタチン（SRIF)
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るのsdi ff ern tia tion で説明しようとする考えで
ある。肺癌における異所性ホルモン産生を例にあ
げると，原始的な段階にとどまる腫蕩細胞は CG



































まず RN A polymeras H によ って相補的な
RNA が合成される。この過程を転写 transcrip-
tion というが， RN A polymeras はプロモータ
ーとよばれる DNA 上の特定の塩基配列を認識
し，その地点から一定の位置より DNA の転写，
すなわち RNA の合成を始め， termiator とよ
ばれる DNA 上の塩基配列に至るまでの部分を




らに mRNA の 5’末端にキャップ構造（7 メーチ
ルグアノシンがピロリン酸を介して 5＇末端のリ
ン酸に結合した形）が付加されるが，それは5＇末
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端からの酵素分解に対する保護作用と mRNA の
翻訳開始にも重要な働きを示す構造と考えられて










































nes box という）がそれで， ACTH/ iB-LPH 前
駆体遺伝子の発現には Hognes box が必要とい
われている。また多くの遺伝子では約80 塩基上流
に CAT box とよばれる共通塩基配列があり，転
写の効率に関与するといわれる。
一方，下流には poly (A ）の約15 塩基上流に
ATAAA という塩基配列があり， poly (A ）の
テイルを付加する位置を規定するシク守ナルと考え
られており， このシグナルの約 150 塩基下流で
mRNA が切断され， poly (A ）が付加されるこ
とになる。
一方， スプライシングの過程に alternative 
splicng とし、う現象のみられることがある。たと
えばカルシトニン遺伝子にはカルシトニンに相当
するエクソンの後に calitoni-gen related pro-
duct (CGRP) をコードしているエクソンがあ
り，甲状腺ではカルシトニン mRNA が，視床下






LPH 前駆体 mRNA を精製し，逆転写酵素によ
って mRNA の塩基配列と相補的な塩基配列を
もっ相補的 DNA (cDNA ）を合成し， cDNA
をクローニング（純化）してその全塩基配列を明
らかにした。図 3 のように ACTH/p-LPH 前駆
体遺伝子は 3 つのエクソンと 2 つのイントロンか
らなり，イントロンはスプライシングにより切断
されて消失し成熟 mRNA となる。エクソン 3 に
由来する部分には r-MSH ，α－MSH, p MSH と
いう 3 つの繰返し構造が存在し，エクソン 2 には
preo ACTH/ p-LPH の残りの部分と職訳され
ない塩基部分が含まれている。エクソン 1 はキャ
ップ構造などをコードしている。 ACTH/p-LPH
のアミノ酸配列をみると procesing signal とし
て2 塩基性アミノ酸対が10 か所あり，これらに両
側をはさまれた形で ACTH, p-LPH, p エーンド
ルフィンなどの ACTH/p-LPH 関連ペプチドが
6 癌主化学輝、法
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図 3 ウシ ACTH ／戸－LPH 前駆体遺伝子の構造
上段に遺伝子の構造，その下方に mRNA を示し，蛋白をコードしている部分を太
く示している。下段に，プレプロホノレモンの N 末端（メチオニン） とプロホノレモン
のN 末端（トリ プトファ ン）のアミノ酸残基および塩基性アミ ノ酸対の存在を示す。
ACTH の最初のアミノ 酸残基を l として C 末端方向に正の番号をつけている。
(Numa, S. and Naknish, S. : Trends in Biochemal Sciences. 6, 274, 198) 
含まれている。そのプロセシングは下重体前葉と
中葉とで異なり，前者では r-MSH, ACTH, (3-
LPH と少量の Pー エンドノレフィン，後者ではさ ら
に分解されて r-MSH ，α－MSH, CLIP, (3-MSH, 
(3 －エンドルフィン， 5ーエンドルフィンおよびこ
れらのN 端がアセチル化されたものが生成され
る13 ）。 沼らの ク守ルー プは in vio の系 14 ）や in
vitro の転写系15 ）を用いて ACTH/ (3-LPH 遺伝
子の発現に TATA box が必須であること，ま
た転写開始部位より 53 59 塩基対上流の構造を欠
失させると転写が促進されることを明らかにした。
さらに彼ら16 ）はウシでは下垂体 mRNA にくら
べてその他の組織（副腎髄質，甲状腺，胸腺，十
二指腸，肺）の mRNA は小さいことを認めた。
2. Proenkephalin A および Proenkephalin B 
オピオイドペプチドの一種であるエンケファリ
ン類はエンドルフィン類と前駆体を異にすること
が Noda ら17 )~こより見出された。その成績による
と proenkphalin A には 4 個の Met-enkepha-
lin と各 1個の Leu-nkephalin, Met-enkepha ・
lin-Arg 6-Phe7, Met- enkphalin- Arg6- Gly7-
Leu 8 が含まれ， それぞれ 2 個の塩基性アミノ酸
残基配列によ って境界されている。さ らに彼 らは
ブタ preonkphalin B (3-neodrphi/y-
norphin precuso ）前駆体の遺伝子のヌクレオチ
ド配列とアミノ酸配列を解明した18 ）。 Proenk-






Amara ら1 ）は カルシトニン産生の少ないラッ
ト甲状腺髄様癌組織よりヌクレオチドがカルシト
ニン mRNA より 50 ～250 多い caliton-ge
relatd product (CGRP) mRNA を見出した。
これは図 4 のようにカルシトニン遺伝子の後に









poly A poly A site site 
転写，エンドヌクレアー ゼによる分解，ポリアデニル化， RNA スプライシンクー
甲状腺C細胞人 脳


















図 4 選択的 RNA スプライシングによる組織特異的なカノレシトニン遺伝子発現モデノレ







ヒト GH とラット GH の遺伝子を比較すると
両者のイントロンは同じ部位に配列しており，




は2K hGH より小さい20K varint が存在する
ことが知られ， この20K GH は32～46位のアミ
ノ酸配列が欠落しており，イントロンBの alter-
native splicng の結果と考えられている。 hCS
の遺伝子の構造は蛋白コード領域のみ比較すると
hGH と92% の同一性を示し，相互に近い関係に
あることがわかる。図5は hGH と hCS の遺伝
子で形成されている multigen を示し， GH が
2個， hCS が5個が存在し， hCS -2のみ逆の方
向に転写される。






それぞれ分化して GH と PRL となり， GH は
さらに分化して現在の GH と cs になったもの
と考えられる。またヱクソン 1の部位は GH と
PRL の聞に相向性がないことから GH と PRL
が分化したのちに regulatoy domain が挿入さ
れたと思われる20, 2l 。
8 癌z化学疲法
。 10 20 長さ（キロ塩基）30 40 50 60 
5 －ーー 司ー’－・，bhGH-1 
5' ・ーーー 一ー－hCS-5 
5' －ーーー －．，hCS-1 
川 xux ？防坊？1』u•. 








5 一 山 5 一向
圃 hGH またはhCS を含むDNA 部介； ？？ ，制限酵素の作用部位；
×，繰返し構造（Alリ配列）； →，← ，転写の方向














Land ら2）により vasorein-uphy II 
前駆体 mRNA の塩基配列が決定され， N端側に




















ホルモンの α－subnit29>, p-subnit301 ，ガストリ
, choleystokin314) VIP351 ，ソマトス
タチン36），グ、ルカゴン37），副甲状腺ホルモン38),
CRF 39,40> GRF4t,2 】，レニン43,4 ），アンギオテン
シン45，仲， キニノーゲン47，仙， 心房性利尿因子
(AN F) 49,so ＞などの遺伝子構造が発表されてい
る。
6. 成長因子











塚田，中井ら58,59 ）はヒト異所性 ACTH 産生胸




mRNA に対する cDNA をプロープとする blot
hybridzaton 法により検討した結果，下垂体では
一本のバンド（10 塩基対，分子量3.7 ×105 ）が認





のように腫蕩中の ACTH/p-LPH 前駆体の m-
RNA は下重体のものと同じと考えられ，腫蕩組




異所性 VP/neurophysin 産生肺燕麦細胞癌6u CG 
産生の肺癌由来 ChaGo 細胞621 などで報告されて
いる。一方， Simpson ら63）は高 Ca 血症を伴っ
た悪性腫蕩より northe blot hybridzaton as-














b) In situ hybridzaton histocemry65 > 
単一細胞内の特徴的な核酸配列を検出するため
に開発された方法で，理論的には免疫組織化学と
同じであるが，抗体の代りに DNA や RNA プ
ロープを用いる点が異なる。プロープは細胞内で
10 
特異的 mRNA や D N A とハイブリッドを作
るのでこれをオートラジオグラフィーなどの方法


















1) Meador, C.K, Lidle, G.W., Island, D.P et al: 
Cause of Cushing ’s syndrome in patients with 
tumors arisng from “noedcrine tisue. J. Clin, 
Endocril. Metab. 2 : 693 703, 1962 . 
2) Lidle, G.W., Nicholsn, W.E., Island, D.P et 
al : Clincal and laborty studies of ectopic 
hunoral syndrome. Rec. Prog. Horm. Re す. 25: 
283-14, 196. 
3) lmura, H. : Ectopi hormone productin viewd 
as an abnormlity in regulation of gen expres-
sion. Advances Cancer Res. 3 : 39-75, 1980. 
4) Pears, A.GE. : The cytohemisr and ultra-
stucture of polyetid hormone producing cels 
of the APUD series and the embryonic, physio-
logic and patholgic implcations of the conept. 
J. Histochem. Cytochem. 17: 30-1, 196. 
5) Fujita, T. and Kobayshi, S.: Curent views on 
the parneuo conept. Trends Neurosci. 2 : 
27 -30, 197. 
6) Sorens, G.D, Petengil, O.S, Brinck-Jose, 
T. et al : Hormone productin by cultures of 
smal cel carinoma of the lung. Cancer 47 : 
1289 1296 , 1981.
7) Saito, S., Saito, H., Matsumra, M. et al: Mo ・
lecular hetrogniy and biolgical activty of 
imunoreactive somatin in medulary carci-
noma of the thyroid. J. Clin. Endocril. Metab. 
癌主化学療法
53: 17-12, 1981. 
8) Sano, T., Saito, H., Inab, H. et al: Imu-
noreactiv somatin and vasoctive intestinal 
polyetid in adrenl pheochromcytoma. An 
imunchemical and ultrastructual study. Cancer 
52 ・28 289, 1983. 
9) Yalow, R.S and Berson, S.A: Size hetroge-
neity of imunoreactive human ACTH in plasm 
and extracts of pituitary glands and ACTH-pro-
ducing thymoa. Biochem. Biophys. Res. Com. 
4 : 439-5, 1971. 
10 ) Odel, W .D : Humoral manifestaions of caner. 
Textbok of Endocrilogy (ed. by Wilams, 
R.H) 6th editon, Saunders Company, p. 128-
1241, 1981. 
1) Amara, S.G, Jonas, V., Rosenfld, M.G. et al: 
Alternaiv procesing in calitoni gen expres-
sion genrats mRNAs encodig difernt poly-
petid products. Nature 298 : 240-, 1982. 
12) Naknish, S., Teranish, Y., Watnabe, Y. et al: 
Isolation and charcterization of the bovine corti-
cotrpin //3 -lipotrpin precusor gen. Eur. J. 
Biochem. 15 : 429-38, 1981. 
13 ）中井義勝： ACTH および関連ペプチド，視床下部，
下垂体（鎮目和夫ほか編）， p. 13 -150 ，医歯薬出
版，1982.
14 ) Mishna, M., Kurosaki, T., Yamamoto, T. et 
al: DNA sequnc requid for transcription in 
vio of the human corticotrpin -/3-lipotropin 
precuso gen. EMBO J. I : 153 -1538, 1982. 
15) Notake, M., Karoski, T., Yamamoto, T. et al: 
Sequnce requimnt for transcription in vio 
of the human corticotrpin //3 -lipotrpin precusor 
gen. Eur. J. Biochem. 13 : 59-605, 1983. 
16 ) Jingam, H., Naknish, S., Imura, H. et al: 
Tisue distribution of mesnger RNAs coding 
for opid petid precusor and related RNA. 
Eur. J. Biochem. 142: 41-7, 1984. 
17 ) Noda, M.,Furtani Y., Takhsi, H. et al: Clo-
nig and sequnc anlysi of cDN A for bovine 
adrenl preonkhali. Nature 295 : 20-6,
1982. 
18 ) Kakidn, H., Furtani, Y., Takhsi, H. et al: 
Clonig and sequnc anlysi of cDNA for 
porcine /3-neo endorphi/yn precursor. 
Nature 298 : 245-9, 1982. 
19 ) More, D., Walker, M.D, Diamond, D.J et 
al : Structre, exprsion, and evolutin of 
growth hormone gen. Rec. Prog. Harm. Res. 
38 : 197-25, 1982. 
20) Coke, N.E and Baxter, J.D: Structral a-
nalysi of the prolactin gen sugets a separte 
orign for its 5’end. Nature 297 : 603 -60, 1982. 
21 ) Miler, W .L. and Eberhadt, N .L. : Strucre 
and evolutin of the growth hormone gen fam-
ily. Endocrine Rev. 4: 97-130, 1983. 
第12 巻 第 1号昭和60 年 1月
2 ) Land, H., Schlitz, G., Schmale, H. et al: Nu-
cleotide sequnc of cloned cDN A encodig bo-
vine argine vasoprein-uhy II pre-
cursor. Nature 295 : 29-30, 1982. 
23) Land, H., Grez, M., Rupert, S. et al: Deduced 
amino acid sequnc from the bovine oxytcin-
neurophysi I precusor cDN A. Nature 302 : 
342-, 1983. 
24) Lim, A.T.W ., Lolait, S.J., Barlow, J.W. et al: 
Imunoreactive argine-vasoprin in Bratle 
bor rat ovary. Nature 310 : 61-4, 1984. 
25) Nusey, S., Ang, V.TY, Jenkis, J.S. et al: 
Bratlebor rat adrenl contais vasopresion. 
Nature 310 : 64 6, 1984 . 
26) Bel, G.I., Pictet, R.L, Ruter, W.J. et al: se ・
quenc of the human insulin gen. Nature 284 : 
26-32, 1980. 
27) Bel, G.I .. Karm, J.H and Ruter, W .J. : Poly-
morphic DNA region adjcent to the 5’end of 
the human insulin gen. Proc. Natl. Acad. Sci. 
USA. 78 : 579-63, 1981. 
28) Kwok, S.CM, Steiner, D.F, Rubensti, A.H. 
et al : Identi 五cation of a point mutaion in the 
human insulin gen givn rise to a structuraly 
abnormal insulin (insulin Chicago). Diabets 
32 : 872 -875, 1983. 
29) Fides, J.C and Talmadge, K. : Structre, ex ・
presion, and evolutin of the gens for the hu-
man glycoprtein hormnes. Rec. Prog. Harm. 
Res. 40 : 43 78, 1984. 
30) Borstein, W.R., Vamvkopulos, N.C and Fid-
des, J.C : Human chorinc gonadtrpi ,B-sub-
unit is encod by at least eight gens arnged 
in tandem and invertd pairs. Nature 30 : 419-
42, 1982. 
31 ) Wiborg, 0., Berglund, L., Boel, E. et al: Stru ・
cture of a human gastrin gen. Proc. Natl. Acad. 
Sci. USA. 81 : 1067 1069 , 1984. 
32) Ito, R., Sato, K., Helmr, T. et al: Structral 
anlysi of the gen encodig human gastrin : 
The large intron contais an Alu sequnc. Proc. 
Natl. Acad. Sci. USA. 81 : 462 46, 1984. 
3 ) Deschn, R.J, Lorenz, L.J, Haun, R.S et al: 
Clonig and sequnc anlysi of a cDN A encod-
ing rat preochleystokin. Proc. Natl. Acad. 
Sci. USA 81 : 726-30, 1984. 
34 ) Gubler, U., Chua, A.O, Ho 百man, B.J et al: 
Cloned cDNA to choleystkin mRNA predicts 
an identical preochlystkin in pig brain 
and gut. Proc. λTatl. Acad. Sci. USA 81 : 4307-
4310, 1984. 
35 ) Itoh, N., Obat, K., Yanihr, N. et al: Hu-
man preovasctie intestinal polyetid con-
tains a novel PHI 27 like petide, PHM 27. 
Nature 304 : 547-9, 1983. 
36 ) Shen, L -P. and Ruter. W .J : Sequnce of the 
1 
Human Somatsin I Gen. Scien 24 : 168 
171, 1984. 
37) Bel, G.I, Santer, R.F and Mulenbach, G. 
T. : Hamster preoglucan contais the se-
quenc of glucaon and two related petides. 
Nature 302 : 716-8, 1983. 
38 ) Vasicek, T.J, McDevit, B.E, Freman, M.W. 
et al : Nucleotid sequnc of the human par-
thyroid hormone gen. Proc. Natl. Acad. Sci. 
USA. 80 : 217-3, 1983. 
39) Furtani, Y., Morimot, Y., Shibar, S. et al: 
Clonig and sequnc anlysi of cDN A for ovine 
corticotrpin ・-relasing factor precurso. Nature 
301 : 537-40, 1983. 
40) Shibar, S., Morimot, Y., Furtani, Y. et al: 
Isolation and sequnc anlysi of the human cor-
ticotropin -relasing factor precuso gen. E M  BO 
J. 2 : 75-9, 1983. 
41) Gubler, U., Monahan, J.J., Lomedico, P.T et 
al : Clonig and sequnc anlysi of cDN A for 
the precusor of human growth hormone -re-
leasing factor, somatcrin. Proc. Natl. Acad. 
Sci. USA 80 : 431-, 1983. 
42) Mayo, K.E, Vale, W ., River, J. et al: Ex-
presion clonig and sequnc of a cDNA encod-
ing human growth hormne-lasing factor. 
Nature 306 : 86-, 1983. 
43 ) Imai, T., Miyazk, H., Hirose, S. et al: Clon-
ing and sequnc anlysi of cDNA for human 
reni precurso. Proc. Natl. Acad. Sci. USA 
80 : 7405 7409, 1983. 
4 ）村上和雄：レニン遺伝子．医学のあゆみ 129: 926, 
1984. 
45 ) Ohkubo, H., Kageyama, R., Ujihar, M . et al: 
Clonig and sequnc anlysi of cDN A for rat 
angiotes. Proc. Natl. Acad. Sci. USA 
80 : 2196-0, 1983. 
46) Tanka, T., Ohkubo, H. and Naknish, S. : 
Common structural organizto of the angio-
tenisog and the α1-antirypsin gens. J.Biol. 
Chem. 259 : 8063-5, 1984. 
47 ) Nawa, H., Kitamur, N., Hirose, T. et al: Pri-
mary structres of bovine liver low molecuar 
weight kinoge precusor and their two 
mRNAs. Proc. Natl. Acad. Sci. USA 80 : 90-
94, 1983. 
48) Kitamur, N., Takgi, Y., Furto, S., et al: 
A single gen for bovine hig molecuar weight 
kinoges. Nature 305 : 54 549, 1983. 
49) Oikaw, S., Imai, M., Ueno, A. et al: Clonig 
and sequnc anlysi of cDNA encodig a pre-
curso for human atrial natriuretic factor . Nature 
309 : 724 726, 1984 . 
50 ) Nakayama, K. , Ohkubo, H., Hirose, T . et al: 
mRNA sequnc for human cardiodilatin-atrial 
natriuretic factor precusor and regulation of prec-
12 
urso mRN A in rat atria. Nature 310 : 609 61, 
1984. 
51 ) Janse, M., van Schaik, F.MA., Ricker, A.T. et 
al: Sequnce of cDNA er.coding human insulin 
like growth factor I precusor . Nature 306 : 
609-1, 1984. 
52) Bel, G.J, Meryweathr, J.P., Sanchez-Ps
dor, R. et al: Sequnce of a cDNA clone encod-
ing human preoinsulin-ke growth factor II 
λTature 310 : 75 -7, 1984 . 
53 ) Ulrich, A., Gray, A., Berman, C. et al: Hu-
man /3 -nerv growth factor gen sequnc higly 
homlogus to that of mouse. Nature 30 : 821-
825, 1983 
54) Scot, J., Selby, M., Urdea, M. et al: Isela-
tion and nucleotid sequnc of a cDNA encd-
ing the precusor of mouse nerv growth factor. 
Nature 302 : 538-40, 1983. 
5) Sct, J., Urdea, M., Quiroga, M. et al: Stru-
cture of a mouse submaxilry mesnger RN A 
encodig epidrmal growth factor and sevn 
related proteins. Scien 21 : 236-40, 1983. 
56 ) Gray, A., Dul, T.J and Ulrich, A.: Nucleo-
tide sequnc of epidrmal growth factor cDNA 
predicts a 128,0 -molecuar weight precurso. 
Nature 30 : 72 -725, 1983. 
57) Waterfild, M.D, Scrae, G.T, Whitle, N. et 
al : Plate-derivd growth factor is structuraly 
related to the putaive transfomig protein p28s is 
of siman sarcoma virus. Nature 304 : 35-9,
1983. 
58 ) Tsukad, T., Naki, Y., Jingam, H. et al: 
Iden ti 五cation of the mRN A coding for the 
ACTH ,B -lipotrpin precusor in a human ecto-
pie ACTH-producing tumor. Biochem. Biophys. 
Res. Comun. 98 : 53 540, 1981. 
59 ）中井義勝，塚田俊彦，田中一成・他：異所性ホルモ
ン産生腫療と遺伝子発現．細胞工学 2 : 132-0,
1983. 
60) DeBold, C.R, Schwore, M.G, Conr, T.B et 
al : Ectopi pro -o piolmeancrt : sequnc 
of cDNA coding for ,B -melanocyt-siug 
hormone and ,B -Endorphi. Scien 20 : 721-
723, 1983. 
61) Yamji, T., Ishibashi, M. and Katyam, S.: 
Nature of the imunoreactive neurophysi in 
ectopic vasoprein-ducg oat cel carinoms 
of the lung. J. Clin. J; ηvest. 68 : 38-9, 198 
62) Wong, D.T.W., Hartign, J.A and Biswa, D. 
K. ・ Mechanism of inducton of human chori-
癌zイヒ守棒、法
onic gonadtrip in lung tumor cels in culture. 
J. Biol. Chem. 259 : 10738 1074, 1984. 
63) Simpson, E.L, Mundy, G.R, D ’Souza, S.M et 
al : Absence of parthyoid hormore mesnger 
RNA in noparthyid tumors asciated with 
hypercalmi. 入T. Eng. J. Med. 309 : 325-0,
1983. 
64 ）内田 隆：ホルモン産生細胞のためのプロテイン
A ・金コロイド法について．細胞 16 : 52-9, 1984. 
65 ) Ge, C.E and Roberts, J.L : In Situ hybrid ・
zation histocemistry : A techniqu for the study 
of gen exprsion in single cels. DNA 2 : 157-
163, 1983. 
6) Ge, C.E, Cher 】， C.-L and Roberts, J.L: 
Iden ti 五cation of proimelanct neuros in 
rat hypothalmus by in situ cDN A mRN A hy-
bridzaiton. Nature 306 : 374-6, 1983. 
Sα m m αry 
〔Jpn J Canc er Chemother 12() : 1 ・12,
Janury, 1985. 〕
ECTOPIC HORMONE PRODUCTION AND GENE 
EXPRESSION IN TUMORS 
Shiro Saito, Katsuhiko Yoshimot and Haruhiko 
Saito 
First Dept. of Interal Medicn, Schol of 
Medicn, The Universty of Tokushima 
Recnt proges in resach into ectopic hormone 
productin and hormone gen exprsion in tumors 
is reviwd. Biochemal, imunochemical and 
morphlgica studies have shown that diferntiation 
betwen “ectopic '' and “eutopic ” has become 
di 伍cult and that the types of petid hormnes, neural 
petids and growth factors produce, their molecuar 
hetrogneits and ability of plural hormone produc-
tion are greatly difernt in each tumor. Recntly, 
the gen structres of many hormones and amino 
acid sequnc of hormone precuso have ben 
detrmined by gentic recombinat techniques. 
Howevr, the nature of hormone gens, the mecha-
nism of gen exprsion and the procesing mecha-
nism of hormone precuso in normal and tumor 
cels remain to be studied. 
